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１．はじめに

風しんはウイルス性の発しん性疾患で基本的には

予後良好な疾患である．しかし，妊婦が妊娠初期に

風しんに罹患するとウイルスが胎盤を介して胎児に

感染し，先天性風しん症候群（CongenitalRubellaSyndrome，以下CRS）が発生することがある１），２）．CRS発生予防のため１９７７年から女子中学生（１２～１５

歳）に対し定期接種が始まった．１９９４年の予防接種

法の改正に伴い接種対象者は男女の年少児（生後１２

～９０ヵ月）と男女中学生（１２～１５歳，２００３年までの

経過措置）の両者へと変更され，風しんの流行その

ものを抑制するための接種法が採られた１），３）．

長野県内では全国の流行状況と同様に，１９９２～

１９９３年の流行以後，顕著な流行が認められなくなっ

た４），５）．風しんの流行時における本県の風しん抗体

保有状況６）については過去に報告されているが，今

回は本県で大きな流行が認められなくなってから数

年経過した１９９６年～２００３年の風しん抗体保有状況

について，その調査結果を報告する．

なお，本調査は厚生労働省の感染症流行予測調査

事業に併せて本県の風しん抗体保有状況を調査した

ものである．

２．調査方法

２．１ 調査対象

調査対象保健所及び年齢群別調査数を表１に示す．

調査は１９９６～２００３年（１９９８年を除く）の計７年間

について実施した．調査対象者は各調査対象保健所

において，保健所管内の在住者または管内の学校お

よび病院等の利用者の中から，感染症流行予測調査

実施要領に基づいた男女別の９年齢群（０～４，５

～９，１０～１４，１５～１９，２０～２４，２５～２９，３０～３４，

３５～３９歳および４０歳以上）について選定された．

なお，１９９９年については０～１９歳までの４年齢群

について調査を実施した．

２．２ 調査方法

各保健所において採取され搬入された調査対象者

の血清について，風しんに対する赤血球凝集抑制

（HemagglutinationInhibition，以下HI）抗体価を測定

した．併せて調査対象者の風しんワクチン及びMMRワクチンの予防接種歴について，保健所にて

聴き取り調査等を実施した．また，２００３年は風しん

の罹患の有無について調査を実施した．

なお，風しんHI抗体価の測定は，「伝染病流行予

測調査検査術式（平成７年）」７）及び「感染症流行予測

調査事業検査術式（平成１４年）」８）に準じて行った．

試薬はデンカ生研の風しんウイルスHA抗原を使用

し，その他の試薬は自家製を用いた．判定は標準血

清の抗体価が標準値±２ 倍以内を示す検査条件の

もとで行い，抗体価８倍以上を陽性とした．
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〈研究ノート〉

長野県における１９９６年～２００３年（１９９８年除く）の風しん抗体陽性率は，１９９６年８１．５％，１９９７年８０．９％，１９９９年

８４．８％，２０００年８７．３％，２００１年８９．３％，２００２年８８．７％，２００３年８６．９％であった．幾何平均抗体価は２４．８～２６．６の間

で推移し，２００３年は２４．８と最も低い値であった．風しんの予防接種を受けたことのある接種群の抗体陽性率は非接種群

の陽性率を上回っており，予防接種が有効であることが伺えた．

抗体価３２倍以上の抗体陽性率は２００１年以降年々低下する傾向が認められた．県内では１９９６年～２００３年の間に風し

んの大きな流行がなかったことから，免疫のブースター効果がなくなり，抗体価が低下したものと考えられた．
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３．調査成績および考察

３．１ 風しん抗体保有状況の調査結果

１９９６年～２００３年の年齢群別抗体保有状況を表２

に示す．男女合わせた調査対象者全員の各年の抗体

陽性率は，１９９６年８１．５％，１９９７年８０．９％，１９９９年

８４．８％（４年齢群のみ），２０００年８７．３％，２００１年

８９．３％，２００２年８８．７％，２００３年８６．９％ で あ り，

２００１年をピークに徐々に低下していた．本県の抗

体陽性率は，感染症流行予測調査における全国平均

を例年上回っており（２００３年の全国調査成績は公表

されていないため除く），１９９６年は＋５．３％（全国

７６．２％），１９９７年は＋０．９％（全国８０．０％），１９９９年

は＋５．５％（全国７９．３％），２０００年は＋６．０％（全国

８１．３％），２００１年は＋７．２％（全国８２．１％），２００２年

は＋６．４％（全国８２．３％）であった３），９），１０）．

風しんワクチン経過措置対象年齢を含む１０～１４

歳の抗体陽性率は，１９９６年５７．４％，１９９７年４１．４％，

１９９９年８２．７％，２０００年７８．９％，２００１年９７．６％，

２００２年９１．９％及び２００３年９２．２％であり，１９９９年

以降著しく上昇し，特に２００１年以降は９０％を越え

る高い陽性率であった．

男女別の全ての年齢群を合わせた抗体陽性率は，

各年，女性が男性を上回っていた．

男女合わせた調査対象者全員の各年の幾何平均

抗体価は，１９９６年２６．６，１９９７年２５．８，１９９９年２６．５，

２０００年２６．０，２００１年２５．５，２００２年２５．２，２００３年２４．８

であった．２００３年が最も低い抗体価であったが，こ

れは５～９歳（２４．４）及び１０～１４歳（２４．１）の低値

が影響していた．

３．２ 保健所別風しん抗体保有状況

保健所別の抗体保有状況を年別に表３に示す．各

保健所の抗体陽性率は，佐久（小諸）保健所は７８．７％

（１９９６年）から９１．２％（２００３年）へ，諏訪（岡谷）

保健所は７９．７％（１９９６年）から８２．６％（２００３年）へ，

木曽保健所は８０．６％（１９９６年）から８３．３％（２０００年）

へ，北信（飯山）保健所は８６．６％（１９９６年）から

８７．０％（２００３年）へと，各地区ともに抗体陽性率は

上昇傾向であった．

１９９６年，２０００年および２００３年について保健所別

の年齢群別抗体保有状況を図１に示す．１９９６年の

１０～１４歳の抗体陽性率は，小諸及び飯山保健所に比

べ岡谷及び木曽保健所は低率であった．

３．３ 予防接種歴別風しん抗体保有状況

予防接種歴別の抗体保有状況を年別に，予防接種

率と併せて表４に示す．風しんワクチン及びMMR
ワクチンの予防接種を受けたことの無い者を非接種

群，風しんワクチン及びMMRワクチンのどちらか

一方かまたは両ワクチンの予防接種を受けたことの

ある者を接種群，予防接種歴が不明であった者を不

明群とした．いずれの年も接種群の抗体陽性率は非

接種群を上回っており，予防接種が有効であったこ

とを示している．
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表１ 調査対象保健所及び年齢群別調査数

２００３年２００２年２００１年２０００年１９９９年１９９７年１９９６年
調査年

（平成１５年）（平成１４年）（平成１３年）（平成１２年）（平成１１年）（平成９年）（平成８年）

佐久，諏訪佐久，諏訪佐久，諏訪佐久，諏訪佐久，諏訪佐久，諏訪小諸＊，岡谷＊調査対象保健所

北信北信北信木曽，北信木曽，北信木曽，北信木曽，飯山＊（地 区）

調査数調査数調査数調査数調査数調査数調査数年齢群（歳）

３６３４２７３２６４２８４１０～４

３７３６４６３６５８３０７１５～９

５１３７４１３８５２２９６１１０～１４

４８４０３９４０５０３１６０１５～１９

４５４２４０４１０３２５１２０～２４

４０３８４１４００３０６１２５～２９

３９４０４０４００３０５４３０～３４

３８４０４０４００３２５３３５～３９

３９３８４１４００３０６２４０～

３７３３４５３５５３４７２２４２７２５１４計

＊１９９７年の保健所の統廃合により，小諸保健所は佐久保健所へ，岡谷保健所は諏訪保健所へ，飯山保健所は北信保健所

へ統合された．
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女性男性幾何平均

抗体価

抗体陽性率HI抗体価（倍）
調査数

年齢群

（歳）
年

陽性率（%）調査数陽性率（%）調査数（％）５１２２５６１２８６４３２１６８＜８

６６．７２１３５．０２０２６．６５１．２１２９６３００２０４１０～４

１９９６

（H８）

８２．９３５７７．８３６２７．０８０．３８１３１８１０７１０１４７１５～９

４８．５３３６７．９２８２７．３５７．４１１３１７４０００２６６１１０～１４

９６．７３０８３．３３０２６．８９０．０２１２１９１５４２０６６０１５～１９

９６．３２７８７．５２４２６．４９２．２１１２９１３９３０４５１２０～２４

９６．７３０７１．０３１２６．６８３．６０１５１３１５４４０１０６１２５～２９

９６．２２６７５．０２８２６．５８５．２０１５１０８１１２０８５４３０～３４

１００．０２４７５．９２９２６．０８６．８１５８１７９６０７５３３５～３９

１００．０３２１００．０３０２５．７１００．０７１０１６１８１０１０６２４０～

８６．８２５８７６．２２５６２６．６８１．５１４９４１１３１０４６５２８１９５５１４計

６６．７１５６１．５１３２５．４６４．３０１４３４５１１０２８０～４

１９９７

（H９）

９３．３１５８０．０１５２５．１８６．７０１４６５５５４３０５～９

６４．３１４２０．０１５２６．８４１．４０４４２１１０１７２９１０～１４

９３．８１６８０．０１５２６．１８７．１０２１１４８２０４３１１５～１９

９３．８１６６２．５１６２５．２７８．１０１２６１１３２７３２２０～２４

１００．０１５９３．３１５２５．９９６．７０２１０６７３１１３０２５～２９

１００．０１５８０．０１５２５．７９０．００１７６１０３０３３０３０～３４

１００．０１６７５．０１６２５．７８７．５００９８５５１４３２３５～３９

９３．３１５９３．３１５２５．３９３．３０２４５８６３２３０４０～

８９．８１３７７１．９１３５２５．８８０．９０１４５５４６５９３３１３５２２７２計

７６．７３０６４．７３４２６．３７０．３１４１３１７９０１１９６４０～４

１９９９

（H１１）

９２．９２８９３．３３０２６．０９３．１１４１３２１７６２４５８５～９

７７．８２７８８．０２５２６．５８２．７３３１８１３３２１９５２１０～１４

９６．０２５９６．０２５２７．１９６．０３１２２１１１１００２５０１５～１９

８５．５１１０８４．２１１４２６．５８４．８８２３６５６２２０８４３４２２４計

８１．３１６５６．３１６２５．７６８．８００４９７２０１０３２０～４

２０００

（H１２）

９４．４１８８３．３１８２５．８８８．９０３４１０１３１１４３６５～９

７３．７１９８４．２１９２５．７７８．９０２４１０１１２１８３８１０～１４

９５．０２０１００．０２０２６．６９７．５３２１３１８３００１４０１５～１９

１００．０２１８５．０２０２６．１９２．７０４６２１４３０３４１２０～２４

９５．２２１７８．９１９２６．１８７．５０３８１５７１１５４０２５～２９

１００．０２０７５．０２０２５．７８７．５０３４１５９２２５４０３０～３４

９５．０２０８５．０２０２６．１９０．００４１０１３５４０４４０３５～３９

９０．０２０９０．０２０２５．８９０．００１７１６８３１４４０４０～

９２．０１７５８２．６１７２２６．０８７．３３２２６０１２７６７１８６４４３４７計

６６．７１２６６．７１５２５．４６６．７０００９７２０９２７０～４

２００１

（H１３）

１００．０２１９２．０２５２５．２９５．７００３１２１９１００２４６５～９

１００．０２１９５．０２０２５．５９７．６０１４１３１６６０１４１１０～１４

１００．０２０８９．５１９２５．６９４．９００６１７１０３１２３９１５～１９

１００．０２０８５．０２０２５．７９２．５００７１７８５０３４０２０～２４

１００．０２１６５．０２０２５．５８２．９０２３１０１４５０７４１２５～２９

１００．０２０６０．０２０２５．６８０．０００６１３８５０８４０３０～３４

１００．０２０８０．０２０２５．９９０．００２８１４９３０４４０３５～３９

１００．０２１９０．０２０２４．９９５．１０１２４１９１１２２４１４０～

９７．７１７６８１．０１７９２５．５８９．３０６３９１０９１１０５０３３８３５５計

７３．３１５８４．２１９２５．２７９．４００４５１０８０７３４０～４

２００２

（H１４）

９４．７１９９４．１１７２４．５９４．４０００２１６１４２２３６５～９

９４．１１７９０．０２０２４．８９１．９００２６１１１２３３３７１０～１４

９５．２２１１００．０１９２５．５９７．５００４１７１３４１１４０１５～１９

１００．０２２７５．０２０２５．５８８．１００４１５１４４０５４２２０～２４

１００．０１８７０．０２０２４．９８４．２０００１０１１８３６３８２５～２９

１００．０２０７０．０２０２５．１８５．０００２１１１３６２６４０３０～３４

１００．０１９８１．０２１２５．４９０．０００４１２１４５１４４０３５～３９

１００．０１９７３．７１９２５．３８６．８００２１２１２７０５３８４０～

９５．９１７０８１．７１７５２５．１８８．７００２２９０１１４６８１２３９３４５計

７７．８１８７７．８１８２４．９７７．８０００６１４８０８３６０～４

２００３

（H１５）

８８．９１８８９．５１９２４．４８９．２０００３１５８７４３７５～９

８８．５２６９６．０２５２４．１９２．２０００２１４１９１２４５１１０～１４

９６．２２６８６．４２２２４．８９１．７００１１０１５１６２４４８１５～１９

９２．０２５９０．０２０２５．０９１．１００２１０１７１０２４４５２０～２４

９５．０２０８０．０２０２５．０８７．５００１８１７７２５４０２５～２９

８５．７２１７２．２１８２４．８７９．５００１５１３１１１８３９３０～３４

１００．０１９７３．７１９２５．０８６．８００２９１２８２５３８３５～３９

８５．０２０７８．９１９２５．１８２．１００２１０９１０１７３９４０～

９０．２１９３８３．３１８０２４．８８６．９００９６３１２６９７２９４９３７３計

表２ 年齢群別風しん抗体保有状況
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表３ 保健所別風しん抗体保有状況

図１　保健所別の年齢群別風しん抗体保有状況

抗体陽性率

（％）

HI抗体価（倍）
調査数年保健所

５１２２５６１２８６４３２１６８＜８

７８．７２２０２７２８２２８０２９１３６１９９６

佐久

（小諸）

８９．７０２１２１２１８１４３７６８１９９７

８４．０２８１６１１４１０８５０１９９９

９３．３０７１４３２２４６１６９０２０００

９２．５０１１２３２４３２２１９１２０２００１

９１．５００１０３２３１１８６９１０６２００２

９１．２００３２４３４３５８１０１１４２００３

７９．７６２１３７２５１６５０２８１３８１９９６

諏訪

（岡谷）

７３．２０８１７９１３５０１９７１１９９７

６８．３１３１３１４７３２２０６３１９９９

８３．３１６１６３１１７３１１５９０２０００

８５．２０２６４１３７１６２１８１２２２００１

８７．７００８３３４０２５１１５１２２２００２

８２．６００５２７３３２９６２１１２１２００３

８０．６０１７１３２１１５１２１１９９８１９９６

木曽
８３．１０３１８１１１４１７１１６５１９９７

９６．７３６２０２３２３２２６１１９９９

８３．３１７１５３５１１５１１５９０２０００

８６．６６３６３６３０１２３０１９１４２１９９６

北信

（飯山）

７７．９０１８１４１４１３３１５６８１９９７

９２．０２６１６１４７１０４５０１９９９

８９．６１２１５２９１５４３８７７２０００

９０．３０３２１３６３０１２０１１１１３２００１

８７．２００４２５４３２５５１５１１７２００２

８７．０００１１２５９３３１５１８１３８２００３

※各グラフの縦軸は抗体陽性率（％），

横軸は年齢群（歳）．
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長野県環境保全研究所研究報告　１巻（２００５）

予防接種率＊

（％）

抗体陽性率［％］（陽性数/調査数）
調査数

年齢群

（歳）
年

不明群接種群非接種群

３０．８（ １/ ２）５０．０（１２/１２）１００．０（ ８/２７）２９．６４１０～４

１９９６

６４．４（ ４/１２）３３．３（３８/３８）１００．０（１５/２１）７１．４７１５～９

２２．６（１５/３０）５０．０（ ６/ ７）８５．７（１４/２４）５８．３６１１０～１４

７１．０（２６/２９）８９．７（２１/２２）９５．５（ ７/ ９）７７．８６０１５～１９

５８．３（２６/２７）９６．３（１３/１４）９２．９（ ８/１０）８０．０５１２０～２４

４２．５（１７/２１）８１．０（１６/１７）９４．１（１８/２３）７８．３６１２５～２９

４４．４（２０/２７）７４．１（１２/１２）１００．０（１４/１５）９３．３５４３０～３４

２４．１（２０/２４）８３．３（ ６/ ７）８５．７（２０/２２）９０．９５３３５～３９

７．４（３５/３５）１００．０（ ２/ ２）１００．０（２５/２５）１００．０６２４０～

４２．７（１６４/２０７）７９．２（１２６/１３１）９６．２（１２９/１７６）７３．３５１４計

５５．６（ ０/ １）０．０（１５/１５）１００．０（ ３/１２）２５．０２８０～４

１９９７

７４．１（ １/ ３）３３．３（１９/２０）９５．０（ ６/ ７）８５．７３０５～９

３１．６（ ３/１０）３０．０（ ３/ ６）５０．０（ ６/１３）４６．２２９１０～１４

５２．９（１３/１４）９２．９（ ９/ ９）１００．０（ ５/ ８）６２．５３１１５～１９

７６．９（１２/１９）６３．２（１０/１０）１００．０（ ３/ ３）１００．０３２２０～２４

６６．７（２０/２１）９５．２（ ６/ ６）１００．０（ ３/ ３）１００．０３０２５～２９

５８．３（１６/１８）８８．９（ ７/ ７）１００．０（ ４/ ５）８０．０３０３０～３４

２５．０（１６/２０）８０．０（ ３/ ３）１００．０（ ９/ ９）１００．０３２３５～３９

１８．２（１８/１９）９４．７（ ２/ ２）１００．０（ ８/ ９）８８．９３０４０～

５３．１（９９/１２５）７９．２（７４/７８）９４．９（４７/６９）６８．１２７２計

７５．５（ ４/１１）３６．４（４０/４０）１００．０（ １/１３）７．７６４０～４

１９９９

６５．３（ ８/ ９）８８．９（３２/３２）１００．０（１４/１７）８２．４５８５～９

３１．６（１１/１４）７８．６（１０/１２）８３．３（２２/２６）８４．６５２１０～１４

２７．０（１２/１３）９２．３（１０/１０）１００．０（２６/２７）９６．３５０１５～１９

５３．１（３５/４７）７４．５（９２/９４）９７．９（６３/８３）７５．９２２４計

７０．０（ ０/ ２）０．０（２１/２１）１００．０（ １/ ９）１１．１３２０～４

２０００

８６．４（１１/１４）７８．６（１９/１９）１００．０（ ２/ ３）６６．７３６５～９

７３．７（１３/１９）６８．４（１３/１４）９２．９（ ４/ ５）８０．０３８１０～１４

６７．９（１２/１２）１００．０（１９/１９）１００．０（ ８/ ９）８８．９４０１５～１９

７８．９（２０/２２）９０．９（１５/１５）１００．０（ ３/ ４）７５．０４１２０～２４

８３．３（２３/２８）８２．１（１０/１０）１００．０（ ２/ ２）１００．０４０２５～２９

５２．４（１６/１９）８４．２（１０/１１）９０．９（ ９/１０）９０．０４０３０～３４

６２．５（２０/２４）８３．３（１０/１０）１００．０（ ６/ ６）１００．０４０３５～３９

１３．３（２２/２５）８８．０（ ２/ ２）１００．０（１２/１３）９２．３４０４０～

６６．５（１３７/１６５）８３．０（１１９/１２１）９８．３（４７/６１）７７．０３４７計

６９．２（ ０/ １）０．０（１７/１８）９４．４（ １/ ８）１２．５２７０～４

２００１

９０．７（ ２/ ３）６６．７（３９/３９）１００．０（ ３/ ４）７５．０４６５～９

８１．５（１４/１４）１００．０（２１/２２）９５．５（ ５/ ５）１００．０４１１０～１４

７０．０（１７/１９）８９．５（１４/１４）１００．０（ ６/ ６）１００．０３９１５～１９

６０．０（２３/２５）９２．０（ ９/ ９）１００．０（ ５/ ６）８３．３４０２０～２４

４４．４（２５/３２）７８．１（ ４/ ４）１００．０（ ５/ ５）１００．０４１２５～２９

７５．０（２４/３２）７５．０（ ６/ ６）１００．０（ ２/ ２）１００．０４０３０～３４

５５．６（２７/３１）８７．１（ ５/ ５）１００．０（ ４/ ４）１００．０４０３５～３９

７５．０（３１/３３）９３．９（ ６/ ６）１００．０（ ２/ ２）１００．０４１４０～

７４．５（１６３/１９０）８５．８（１２１/１２３）９８．４（３３/４２）７８．６３５５計

８５．７（ ３/ ６）５０．０（２４/２４）１００．０（ ０/ ４）０．０３４０～４

２００２

１００．０（ ６/ ８）７５．０（２８/２８）１００．０（ ０/ ０）―３６５～９

９５．７（１１/１４）７８．６（２２/２２）１００．０（ １/ １）１００．０３７１０～１４

６５．６（ ８/ ８）１００．０（２１/２１）１００．０（１０/１１）９０．９４０１５～１９

３５．０（１７/２２）７７．３（ ７/ ７）１００．０（１３/１３）１００．０４２２０～２４

７０．０（２４/２８）８５．７（ ６/ ７）８５．７（ ２/ ３）６６．７３８２５～２９

５０．０（２６/３２）８１．３（ ４/ ４）１００．０（ ４/ ４）１００．０４０３０～３４

７５．０（２７/２８）９６．４（ ６/ ９）６６．７（ ３/ ３）１００．０４０３５～３９

３６．４（２２/２７）８１．５（ ４/ ４）１００．０（ ７/ ７）１００．０３８４０～

７３．３（１４４/１７３）８３．２（１２２/１２６）９６．８（４０/４６）８７．０３４５計

７９．３（ ４/ ７）５７．１（２３/２３）１００．０（ １/ ６）１６．７３６０～４

２００３

９６．９（ ２/ ５）４０．０（３１/３１）１００．０（ ０/ １）０．０３７５～９

８０．０（１６/１６）１００．０（２７/２８）９６．４（ ４/ ７）５７．１５１１０～１４

５６．０（２２/２３）９５．７（１２/１４）８５．７（１０/１１）９０．９４８１５～１９

２５．０（３０/３３）９０．９（ ３/ ３）１００．０（ ８/ ９）８８．９４５２０～２４

６６．７（２４/２８）８５．７（ ８/ ８）１００．０（ ３/ ４）７５．０４０２５～２９

７１．４（２５/３２）７８．１（ ４/ ５）８０．０（ ２/ ２）１００．０３９３０～３４

８３．３（２２/２６）８４．６（１０/１０）１００．０（ １/ ２）５０．０３８３５～３９

３８．９（１７/２１）８１．０（ ５/ ７）７１．４（１０/１１）９０．９３９４０～

７０．９（１６２/１９１）８４．８（１２３/１２９）９５．３（３９/５３）７３．６３７３計

＊予防接種率（％）＝接種群調査数／（非接種群調査数＋接種群調査数）

表４　予防接種歴別の風しん抗体保有状況及び予防接種率
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図２　抗体価別風しん抗体保有状況

抗体陽性率（％）

年 抗体価

１２８倍以上

抗体価

３２倍以上

抗体価

８倍以上

４３．０７５．９８１．５１９９６

２５．２６４．２８０．９１９９７

４２．９７９．５８４．８１９９９

２４．５８０．４８７．３２０００

１２．７７４．４８９．３２００１

 ６．４６５．５８８．７２００２

 ２．４５３．１８６．９２００３

表５　抗体価別風しん抗体保有状況

図３　年別定点当たり風しん患者届出数（累計）

※各グラフの縦軸は抗体陽性率（％），

横軸は年齢群（歳）．



３．４　抗体価別の風しん抗体保有状況

　抗体価８倍以上，３２倍以上及び１２８倍以上の抗体

保有状況を年別に図２及び表５に示す．１９９６年，

１９９９年及び２０００年については，抗体価３２倍以上と

８倍以上の陽性率はあまり変わらない状況であった．

２００１年以降については，抗体価３２倍以上と１２８倍

以上の陽性率は年々低下する傾向が認められた．県

内の風しんの流行状況は，図３の年別定点当たり風

しん患者届出数４），５）に示すとおり，全国の流行状況

と同様に１９９２～１９９３年の流行以後顕著な流行は認

められず，１９９７年以降の届出数は非常に少ない状況

で推移していた．このことから，免疫のブースター

効果がなくなり，２００１年以降については抗体価が低

下しているものと考えられた．特に，０～１４歳につ

いては抗体保有者の多くはワクチンにより抗体を獲

得したものと考えられ，２００２年以降の抗体価３２倍

以上および１２８倍以上の陽性率は年齢群が高くなる

に従い低下する傾向が認められことから，ワクチン

により獲得した抗体の価が加齢に伴い低下している

ものと考えられた．

　全国の２００２年（公表されている最新調査成績）の

抗体価別抗体保有状況は，抗体価８倍以上の陽性率

は８２．３％，３２倍 以 上 は６８．５％，１２８倍 以 上 は

２４．６％であった３）．同年の長野県における抗体価８

倍以上の陽性率は８８．７％，３２倍以上は６５．５％，１２８

倍以上は６．４％であり，抗体価８倍以上は全国平均

を上回っていたが，抗体価３２倍以上及び１２８倍以

上は下回っていた．風しん抗体価が低い母体の顕性

感染により発症したCRSの例１）も報告されている．

全国平均より陽性率は高いが抗体価の低い長野県に

おいては，平均抗体価を上昇させるための早急な対

策が必要と考えられる．なお，全国調査においても

ワクチン追加接種等の再検討の必要性が指摘されて

いる３），１１）．

３．５　２００３年の風しん抗体保有状況

　最新の状況である２００３年の男女合わせた調査対

象者全員の抗体陽性率は８６．９％，男性が８３．３％，女

性が９０．２％であった（表２）．特に，予防接種法改正

前の接種対象が中学生女子に限定されていた２５～

３９歳の年齢群における抗体陽性率は，女性が

９３．３％，男性が７５．４％であり，男女間に有意な差

（P＜０．０５）が認められた．２００３年まで実施された

風しんワクチン経過措置対象年齢を含む１０～１４歳

の男女合わせた抗体陽性率は９２．２％と高値であっ

たが，抗体陰性者４名のうち３名はワクチン未接種

者であったことから，県内には同年齢群にワクチン

接種漏れ者がいることが推測された．今後定期接種

を受ける機会のないまま成人になる１０～１４歳以上

の年齢群の接種漏れ者に対して，継続して予防接種

を推奨することが必要である．

　２００３年の風しんの予防接種及び罹患の有無別抗

体保有状況を表６に示す．予防接種有の１２９名の抗

体陽性率は９５．０％，予防接種及び罹患がともに無の

１７名の抗体陽性率は３５．３％であった．予防接種有

の者の抗体陽性率が有意に高い（P＜０．０１）ことから，

予防接種が有効であることが認められた．なお，予

防接種無及び罹患有の２３名の抗体陽性率は９５．７％

であった．

　自然感染による風しんHI抗体価は極めて緩やか

に下降すると報告されているが１２），感染症流行予測

調査事業に併せて実施している本調査においては各

年調査対象者が重複しないように客体を選定してい
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表６　予防接種及び罹患の有無別風しん抗体保有状況（２００３年）

抗体陽性率（%）
HI抗体価

調査数風しん罹患予防接種
８倍以上（陽性）８倍未満（陰性）

９６．７５８２６０無有

９５．０１００．０７０１２９７有有

　９３．５５８４　６２不明有

３５．３６１１１７無無

９５．７２２１２３有無

　８４．６１１２　１３不明無

８５．３２９５３４無不明

８８．６３９５４４有不明

　８３．２９４１９１１３不明不明

８６．９３２４４９　３７３計



るため，当所では特定の個人について抗体価の追跡

調査を実施していない．今後は予防接種により獲得

した場合の抗体価の変動および抗体の持続期間につ

いて把握していく必要があり，そのためには特定の

個人について長期的及び継続的に抗体価を測定し，

風しんワクチンの効果を追跡する必要があると考え

られた．

４．まとめ

　本調査の概要は，以下のとおりであった．

敢　１９９６年～２００３年各年の抗体陽性率は８０％台で

あり，全国平均より各年上回っていた．

柑　１９９６年～２００３年の幾何平均抗体価は２４．８～２６．６

の間で推移し，２００３年が２４．８と最も低い値であっ

た．

桓　抗体価３２倍以上の抗体陽性率は２００１年以降

年々低下する傾向が見られた．

棺　ワクチン接種群の抗体陽性率は非接種群より高

く，予防接種が有効であることが伺えた．
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